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令和７年度第４回十和田市農業委員会総会

１．場 所 十和田市役所本館３階庁議室

２．開 会 日 時 令和７年７月１５日（火） 午後２時００分

３．閉 会 日 時 令和７年７月１５日（火） 午後２時３３分

４．出席農業委員（１８名）

１番 脊 戸 潤 子 ２番 沢 井 清 治

３番 小笠原 松 寿 ４番 沢 目 勝 弘

６番 中 野 雄一郎 ７番 芋 田 一 弘

８番 立 崎 和 寿 ９番 山 田 利 昭

１０番 稲 田 優 憲 １１番 奥 山 博

１２番 小 田 正 喜 １３番 外 山 康 仁

１４番 竹 浦 寿 広 １５番 野 崎 さち子

１６番 杉 山 秀 明 １７番 力 石 堅太郎

１８番 山 崎 誠 一 １９番 箕 輪 展 忠

５．欠席農業委員（１名)

５番 米 田 拓 実

６．出席農地利用最適化推進委員（１２名）

十和田湖地区 白 山 雄治郎 十和田湖地区 中屋敷 光 男

三本木地区 米内山 義 治 四 和 地 区 工 藤 優美子

四 和 地 区 古 谷 朝 直 切 田 地 区 若 沢 弘 幸

切 田 地 区 田 中 稔 大深内地区 斗 沢 信 一

伝法寺地区 小笠原 一 成 東 部 地 区 山 端 潤 一

藤 坂 地 区 市 崎 貴 之 六日町地区 平  龍 德
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７．会議に付した案件

報告第１８号 農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理について

報告第１９号 農地法第３条の３の規定による届出書の受理について

報告第２０号 十和田市農用地利用集積等促進計画の取下げについて

報告第２１号 農地法第５条第１項の規定に基づく農地転用許可申請の取下げについて

報告第２２号 農地の転用事実に関する照会について

議案第１２号 農地法第３条第１項の規定に基づく許可について

議案第１３号 十和田市農用地利用集積等促進計画の作成に係る要請について

議案第１４号 農地法第４条第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について

議案第１５号 農地法第５条第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について

８．議事録署名委員

１２番 小 田 正 喜 １４番 竹 浦 寿 広

９．会議事件の説明及び職務のため出席した職員

事 務 局 長 櫻 田 修一郎 事 務 局 次 長 中 村 淳 一

事務局農地係長 吉 田 武 範 事務局振興係長 戸 舘 奈津美

事 務 局 主 査 田 嶋 裕 紀 事務局推進監 高 橋 克 彦

10．書 記

事 務 局 主 査 田 嶋 裕 紀
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開会 午後２時００分

議 長（箕輪展忠）本日の欠席通告者は５番 米田 拓実 委員です。出席委員は、定

足数に達しておりますので総会は成立いたしました。ただ今より、令和７年７月

７日に告示招集いたしました、令和７年度第４回十和田市農業委員会総会を開会

いたします。

議 長（箕輪展忠）これより本日の会議を開きます。はじめに、議事録署名委員の指名

を行います。お諮りいたします。議事録署名委員は議長において指名すること

にご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）ご異議なしと認め、議長より指名いたします。１２番 小田 正喜

委員、１４番 竹浦 寿広 委員を指名いたします。

議 長（箕輪展忠）会議書記には、田嶋 裕紀 主査を、参与には事務局長以下各職員

を任命いたします。

議 長（箕輪展忠）次に会期の決定を行います。お諮りいたします。総会の会期は本日

１日限りとしたいと思いますので、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）ご異議なしと認め、総会の会期は本日１日限りと決定いたしました。

議 長（箕輪展忠）次に報告第１８号について事務局から報告をいたします。局長お願

いします。

事務局長（櫻田修一郎）１ページをお願いします。報告第１８号、農地法第１８条第６項

の規定による通知書の受理について。農地法施行規則第６８条第１項の規定によ

り、別紙のとおり合意による解約等に係る通知書を受理したので報告する件です。

２ページです。農地法によるものが合計２件、４筆、１１，１３５平方メートル

です。今後の意向については、１６番は娘へ贈与、１７番は別人と貸借となって

います。３ページです。農地中間管理事業によるものが、合計３件、１０筆、２

５，０７５平方メートルです。今後の意向については、１１番は同一人物と売買、

１２番は別人と売買、１３番は別人と貸借となっています。協力金の返還はあり

ません。以上です。

議 長（箕輪展忠）報告について、ご意見ございませんか。
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（「なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）なしと認めます。よって報告第１８号を報告済みといたします。

議 長（箕輪展忠）次に報告第１９号について事務局から報告をいたします。局長お願

いします。

事務局長（櫻田修一郎）４ページをお願いします。報告第１９号、農地法第３条の３の規

定による届出書の受理について。農地法施行規則第１９条の規定により、別紙の

とおり相続等による権利取得の届出書を受理したので報告する件です。内容は、

５ページから７ページです。今回は合計７件、６０筆、１０９，５４４．１９平

方メートルです。すべて相続による権利の取得です。取得後の内容は、農地とし

て管理、貸借中などとなっています。今回、あっせんの希望はありません。なお、

山林など農地以外の用途になっているものについては、今後、地目変更の指導を

していきたいと思います。以上です。

議 長（箕輪展忠）報告について、ご意見ございませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）なしと認めます。よって報告第１９号を報告済みといたします。

議 長（箕輪展忠）次に報告第２０号について事務局から報告をいたします。局長お願

いします。

事務局長（櫻田修一郎）８ページをお願いいたします。報告第２０号、十和田市農用地利

用集積等促進計画の取下げについて。農地中間管理事業の推進に関する法律第１

８条第１１項の規定に基づき農地中間管理機構に対し定めることを要請した農用

地利用集積等促進計画について、別紙のとおり当事者による取下げ願があったの

で報告する件です。内容は、９ページです。こちらは、令和７年５月の総会で、

農用地利用集積等促進計画の作成に関する議案として提出され議決されていたも

のですが、議決を受けた土地について、売買に関する条件について折り合いがつ

かなくなり、売買意思が撤回されたため、令和７年７月２日付けで取下げ願が出

されたものです。以上です。

議 長（箕輪展忠）報告について、ご意見ございませんか。

（「なし」の声あり）
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議 長（箕輪展忠）なしと認めます。よって報告第２０号を報告済みといたします。

議 長（箕輪展忠）次に報告第２１号について事務局から報告をいたします。局長お願

いします。

事務局長（櫻田修一郎）１０ページをお願いいたします。報告第２１号、農地法第５条第

１項の規定に基づく農地転用許可の取下げについて。農地法第５条第１項の規定

に基づき申請のあった農地転用許可申請について、別紙のとおり当事者による取

下げ願の提出があったので報告する件です。内容は１１ぺージです。こちらは令

和７年６月の総会で５条転用許可の許可相当である旨の意見を付して県へ提出し

たものですが、提出後、当初予定していた建物の建設場所を当該敷地内で変更し

たい旨の申し出があったため、先般提出された５条許可申請について取下げをす

るものです。なお、当該土地に関しては、あらためて建物の建設場所を変更した

計画を付して、今月の５条許可にかかる議案として提出されています。次に１２

ぺージです。こちらは令和７年６月の総会で５条転用許可の許可相当である旨の

意見を付して県へ提出したものですが、提出後、当初予定していた建物の建設場

所を当該敷地以外の場所へ変更したい旨の申し出があったため、先般提出された

５条許可申請について取下げをするものです。以上です。

議 長（箕輪展忠）報告について、ご意見ございませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）なしと認めます。よって報告第２１号を報告済みといたします。

議 長（箕輪展忠）次に報告第２２号について事務局から報告をいたします。局長お願

いします。

事務局長（櫻田修一郎）１３ページをお願いいたします。報告第２２号、農地の転用事実

に関する照会について。青森地方法務局十和田支局から別紙土地の現況について

照会があったので、現地調査等の結果に基づき別紙のとおり回答したので報告す

る件です。内容は１４ページから１５ページです。今回の照会は５件、１２筆、

８，０５４平方メートルで、現地調査は令和７年７月７日に実施し、法務局への

回答は７月８日に行っております。７番は、千里平集会所の南側隣接地です。照

会地の①②③は、昭和５１年建築の住宅のほか、車庫及び農業用資機材倉庫の敷

地になっており、税務課の土地課税台帳上も現況宅地及び雑種地であることか

ら、非農地と判断しております。照会地④は、当該地の南側に隣接する田と一体

的に利用されていることから農地と判断しております。８番は、①が栃久保生活

改善センターから東に約６５０メートルの地点、②が栃久保生活改善センターか

ら東に約４００メートルの地点です。照会地はいずれも山林になっており、税務
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課の土地課税台帳上も現況山林で、農地としての利用は困難であることから非農

地と判断しております。９番は、一本松公民館から東に約１５０メートルの地点

です。照会地は平成元年建築の事業所と倉庫の敷地となっています。税務課の土

地課税台帳上も現況宅地であることから、非農地と判断しております。１０番

は、三木野公園から北西に約１５０メートルの地点です。照会地はいずれも竹

木、雑木、雑草が繁茂しており、農地としての再生利用は困難な状況であること

から、非農地と判断しております。１１番は、しらかば集会所から南東に約１０

０メートルの地点です。照会地は、南側に隣接する平成１０年建築の住宅の敷地

として一体的に利用されています。当該地は平成８年１０月１８日付けで、自己

住宅建築のため５条転用許可を受けた土地であり、税務課の土地課税台帳上も現

況宅地であることから、非農地と判断しております。以上です。

議 長（箕輪展忠）報告について、ご意見ございませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）なしと認めます。よって報告第２２号を報告済みといたします。

議 長（箕輪展忠）ここからは議案に入ります。今月担当した調査班の調査員は、小田

班長、脊戸委員、稲田委員の３名です。７月７日に現地調査及び市役所別館４階

会議室２において聴取調査を行っております。

議 長（箕輪展忠）次に議案第１２号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。局長お願いします。

事務局長（櫻田修一郎）１６ページをお願いします。議案第１２号、農地法第３条第１項

の規定に基づく許可について。農地法施行令第１条の規定により、別紙のとおり

許可申請書の提出があったので審議を求める件です。内容は、１７ページから２

０ページまでです。以上です。

議 長（箕輪展忠）許可申請に係る現地調査の結果について報告を願います。１２番

小田 正喜 委員お願いします。

報告委員（小田正喜）農地法第３条の許可に関する報告をします。今回の申請は、所有

権の移転１０件、賃借権の設定２件、合計１２件です。所有権の移転は、３８

番から４２番までが売買によるものです。そのほか、４３番が知人に、４４番

が母親から息子に、４５番が母親から娘に、４６番が祖父から孫に、４７番が

父親から息子に、それぞれ贈与するものです。賃借権の設定は、２０番が労力

不足によるもので、２１番が相手方要望によるものです。このうち、２１番は

解除条件付きの賃借権の設定となっています。今回の申請について、現地確認、
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写真確認等を行い、農地法第３条第２項及び第３項各号等に照らして審査した

結果、農地法第３条調査書のとおり、すべての申請は許可要件を満たしている

と認められます。報告は以上です。

議 長（箕輪展忠）小田委員、ご苦労様でした。これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可す

ることにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）ご異議なしと認めます。よって、議案第１２号は許可することに

決定いたしました。

議 長（箕輪展忠）次に議案第１３号を上程いたします。事務局から提案理由の説明

をいたします。局長お願いします。

事務局長（櫻田修一郎）２１ページをお願いします。議案第１３号、十和田市農用地利

用集積等促進計画の作成に係る要請について。農地中間管理事業の推進に関す

る法律第１８条第１１項の規定により、農地中間管理機構に対して別紙のとお

り農用地利用集積等促進計画を定めるよう要請することの承認を求める件です。

今回は一括方式によるもののみで、内容は２２ページから２６ページです。そ

のうち、所有権によるものが２２ページの合計１件、４筆、１０，９４０平方

メートルとなっております。賃借権によるものが２３ページから２５ページの、

合計６件、１１筆、４６，３６４平方メートルとなっており、５９番と６０番

が新規設定で、他は権利の再設定となっています。使用貸借によるものが、２

６ページの合計１件、１筆、１，６１８平方メートルで再設定となっておりま

す。以上です。

議 長（箕輪展忠）農用地利用調整会議の結果について報告願います。藤坂地区 市

崎 貴之 農地利用最適化推進委員お願いします。

報告委員（市崎貴之）１０番の調整内容を報告します。６月２５日午前１０時、農業委

員会会長室において農用地利用調整会議を行いました。本件は、出し手の労力

不足により売買するものです。調整の結果、売買価格等について双方が合意し

たため、調整調書を作成し、農業委員会へ提出しました。報告は以上です。
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議 長（箕輪展忠）市崎推進委員、ご苦労さまでした。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認す

ることにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）ご異議なしと認めます。よって、議案第１３号は承認することに

決定いたしました。

議 長（箕輪展忠）次に議案第１４号を上程いたします。事務局から提案理由の説明

をいたします。局長お願いします。

事務局長（櫻田修一郎）２７ページをお願いします。議案第１４号、農地法第４条第１

項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について。農地法第４条第２項の規

定により、別紙のとおり許可申請書の提出があったので、青森県知事に送付す

るための意見を求める件です。２８ページです。合計１件、１筆、３，１９７

平方メートルです。１番の転用事由は、当該地の北、南、西の三方を山林に囲

まれ、日照条件が悪く、農作物の作付に適さない畑を、植林することにより山

林へ転用するものです。場所は杉ノ木集会所から南西に約８００メートルの地

点です。農地区分はその他の２種農地に該当します。以上です。

議 長（箕輪展忠）許可申請にかかる現地調査及び聴取調査の結果について、報告願

います。１番 脊戸 潤子 委員お願いいたします。

報告委員（脊戸潤子）農地法第４条の農地転用に関する報告をします。今回の申請は、

合計１件です。７月７日午前９時に調査員３名で現地調査を行い、午後１時３

０分に市役所別館４階会議室２で聴取調査を行いましたが、問題はありません

でした。本件は農地転用に係る立地基準及び一般基準の各要件等を満たしてお

りましたので、許可相当と認められます。報告は以上です。

議 長（箕輪展忠）脊戸委員、ご苦労様でした。これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可相
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当とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）ご異議なしと認めます。よって、議案第１４号は許可相当とする

ことに決定いたしました。

議 長（箕輪展忠）次に、議案第１５号を上程いたします。事務局から提案理由の説

明をいたします。局長お願いします。

事務局長（櫻田修一郎）２９ページをお願いします。議案第１５号、農地法第５条第１

項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について。農地法第５条第３項の規

定により、別紙のとおり許可申請書の提出があったので、青森県知事に送付す

るための意見を求める件です。内容は３０ページから３１ページです。合計９

件、１３筆、５，２４５．１７平方メートルです。事務局から農地の区分の判

断などについてご説明いたします。１４番の転用事由は、農地を売買で取得し、

普通住宅を建築するものです。場所は三本木小学校から東に約３００メートル

の地点です。農地区分は都市計画法の用途地域内であるため、第３種農地に該

当し、転用許可の見込みがあります。１５番の転用事由は、農地を親から使用

貸借し、普通住宅を建築するものです。場所は三本木小学校から北東に約６０

０メートルの地点です。農地区分は２管埋設、半径５００メートル以内に２つ

の保育園があり、第３種農地に該当し、転用許可の見込みがあります。１６番

の転用事由は、農地を売買で取得し、駐車場を整備するものです。場所は北園

小学校から西に約８００メートルの地点です。農地区分は、都市計画法の用途

地域内であるため、第３種農地に該当し、転用許可の見込みがあります。１７

番の転用事由は、農地を親から贈与で取得し、普通住宅を建築するものです。

場所は西小学校から北西に約２００メートルの地点です。農地区分は、都市計

画法の用途地域内であるため、第３種農地に該当し、転用許可の見込みがあり

ます。１８番の転用事由は、農地を親から贈与で取得し、住宅兼美容室店舗を

建築するものです。場所は樋口集会所から南東に約８５０メートルの地点です。

農地区分は第１種農地ですが、既存の集落に接続しているため、不許可の例外

に該当し、転用許可の見込みがあります。１９番の転用事由は、農地を売買で

取得し、駐車場を整備するものです。場所はちとせ小学校から北東に約８００

メートルの地点です。農地区分は第１種農地ですが、既存の施設の２分の１拡

張により、不許可の例外に該当し、転用許可の見込みがあります。２０番の転

用事由は、農地を売買で取得し、資材置き場を整備するものです。場所は晴山

公民館から南東に約３００メートルの地点です。農地区分は第１種農地ですが、

既存の集落に接続しているため、不許可の例外に該当し、転用許可の見込みが

あります。２１番の転用事由は、農地を売買で取得し、駐車場を整備するもの

です。場所は特別養護老人ホーム八甲荘の東側隣接地です。農地区分は第１種
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農地ですが、既存の施設の２分の１拡張により、不許可の例外に該当し、転用

許可の見込みがあります。２２番の転用事由は、令和４年７月２１日から令和

７年７月２０日の３年間の期間で、営農型太陽光発電設備の設置にかかる一時

転用許可を受けていたものについて、さらに３年間の転用期間の更新を行うも

のです。場所は検行平牧野敷地内です。農地区分は農用地区域内農地ですが、

一時転用であり、不許可の例外に該当し、許可の見込みがあります。以上です。

議 長（箕輪展忠）許可申請にかかる現地調査、及び聴取調査の結果について、報告

願います。１０番 稲田 優憲 委員お願いいたします。

報告委員（稲田優憲）農地法第５条の農地転用に関する報告をします。今回の申請は、

合計９件です。７月７日午前９時に調査員３名で現地調査を行い、午後１時３

０分に市役所別館４階会議室２で聴取調査を行いましたが、問題はありません

でした。本件は農地転用に係る立地基準及び一般基準の各要件等を満たしてお

りましたので、許可相当と認められます。報告は以上です。

議 長（箕輪展忠）稲田委員、ご苦労様でした。これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。

農業委員（杉山秀明）１６番杉山です。２２番の営農型太陽光発電の再設定になるわけ

ですが、過去３年間の牧草の採集した報告書があると思うのですが、単年度単

年度単年度で３年間の収量はどう報告されていますか。

農地係長（吉田武範）ただ今の質問にお答えいたします。収量が何グラムというのは、

すいませんがちょっと手元の資料にはないのですが、この営農型の一時転用許

可の更新に係って反収の、基準となる収量の８割程度を満たしていないと一時

更新の許可ができないとの規定がございます。過去３年間の報告の方を私の方

も見てたんですけども、令和５年度の時にちょっとそこの場所の牧草が枯死し

ていて、そこを改善する必要があるとのことで、令和５年度の時は収量が６、

７割程度も満たさなかったという時期がありましたが、令和６年度の、直近の

報告を見ますと、約８割の収量を満たしているという報告がございましたので、

今回転用の更新の許可の見込みがあると判断しております。以上です。

農業委員（杉山秀明）ちなみに８割というのは、牧草の反収何キロぐらいですか。この

地域の場所の。大体でいいのですが。それの８割無いとだめなのでしょう。

農地係長（吉田武範）お答えいたします。大体１反歩８００キログラムぐらいが平均の

反収と認識しております。

農業委員（杉山秀明）そうすればロールでやってると思うのだけれども、あのロールは
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１メートルとか１メートル２０あるのだけれども、１メートル２０ぐらいのも

のであれば、１ロール何キロぐらいあるか。

（「３００キロぐらい」の声あり）

農業委員（杉山秀明）３００キロぐらいだそうですが、そうすれば２個取ってればいい

ことになるよね大体ね。２個ずつ取っていましたか。この１６０００の面積か

ら。

農地係長（吉田武範）お答えいたします。すいません、私もちょっと知識が不足してま

してどのぐらいの大きさかというのは把握してないのですが、この前現地調査

の時に現場に行ったところ、こういう形（調査時の現場写真を農業委員へ提示）

でロールが積みあがっていまして、この大きさが何くらいあったかというのは

ちょっとわからないのですが、一応ロールという形での収穫の方はできている

と認識しておりました。以上です。

農業委員（杉山秀明）この営農型については全国レベルでものすごい現状問題になって

るわけですよ。それを今見直そうとして、一昨年から農水省では厳しくしてる

んだけれども、一向にそれがこういうのとか再設定の段階で前の申請と収量を

クリアしてなければいけないにも関わらず、再設定を許可している現状があり

ます。それをさらに農水省が厳しくしているわけですが、こういう企業が大き

い面積であるわけですから、特にその大事な農地なわけですから、特にこの営

農型についてはですね、まぁ最終的には相談を許可するにしても、委員会とし

て厳しいちゃんとしたマニュアルがあるわけですから、それに沿って確認をし

ていって時にはクリアできない場合は再設定も不許可という判断をしても私は

いいのかなと。それが最近農地確認で一番問題になっているわけですから。そ

の辺をまた見直してもいいこともあるんじゃないかなという思いがあったので、

確認の意味と意見を少し述べました。ありがとうございました。

議 長（箕輪展忠）今のに関しては次からの参考として、聞き入れて厳しくそこら辺

はしたいと思いますのでよろしくお願いしようかなと。はい、次どうぞ。

農業委員（奥山博）１１番奥山です。ただいまの２２番に関してでございますけれども、

先ほどの説明の中には検行平牧野の中にあるというお話がありましたけれども、

この場合、管理者としては十和田市でありますけれども、牧野さんの同意とか

そういったことの手続きはどういう形で進められたのかということをお知らせ

ください。あくまでも管理者が市であれば市からも同意を得ればいいというこ

とでございましょうか。検行平牧野さんがここを使ってる場所の中にあるに私

は聞いたんだけど、牧野の中にあると説明を。
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農地係長（吉田武範）ただ今のご質問にお答えいたします。この場所は さ

んが、事務局は十和田市の管財課なんですけども、こちらの方と の

方が土地の貸し借りについて契約を交わして、そこの場所について耕作をした

いというようなことで聞いておりました。なので の方が

の方に土地を貸しているという形だという風に聞いております。

農業委員（奥山博）はい、オーケーです。

議 長（箕輪展忠）あとございませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可相

当とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（箕輪展忠）ご異議なしと認めます。よって、議案第１５号は許可相当とする

ことに決定いたしました。

議 長（箕輪展忠）以上で、今総会に付議されました議事は全て終了いたしました。こ

れをもちまして、令和７年度第４回十和田市農業委員会総会を閉会いたします。

誠にご苦労様でした。

閉会 午後２時３３分


